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▲山﨑課長に要求書を提出する岡本委員長

▲松長青年部長を講師に政治学習会を開催

岸
ま
き
こ

岸
ま
き
こ

声
を
力
に
、一
歩
前
へ

第
２７
回
参
議
院
全
国
比
例
区
選
挙

自
治
労
組
織
内
参
議
院
議
員

▲松長青年部長

　

府
本
部
は
４
月
１６
日
の
執

行
委
員
会
で
、
７
月
に
執
行

予
定
の
第
２７
回
参
議
院
選
挙

京
都
選
挙
区
に
お
け
る
、
立

憲
民
主
党
の
山
本
わ
か
こ
さ

ん
の
推
薦
を
決
定
し
た
。
山

本
さ
ん
は
「
京
都
生
ま
れ
、

京
都
育
ち
。
衆
議
院
議
員
と

し
て
京
都
府
北
部
で
の
活
動

を
経
て
京
都
の
た
め
に
も
っ

と
働
き
た
い
」
と
立
候
補
を

決
意
し
た
。

　

府
本
部
青
年
部
は
３
月
２０

日
、
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京

都
に
て
「
青
年
部
政
治
学
習

会
」
を
開
催
。
９
単
組
２７
人

が
参
加
し
た
。
本
部
の
松
長

青
年
部
長
を
講
師
に
、「
わ

た
し
た
ち
と
組
合
・
政
治
の

関
係
性
」を
テ
ー
マ
に
、そ
の

両
輪
で
社
会
を
変
え
る
に
は

ど
う
す
べ
き
か
を
学
ん
だ
。

　

講
師
は
ま
ず
、
組
合
活
動

に
つ
い
て
説
明
。「
賃
金
や

働
き
方
な
ど
の
勤
務
条
件

を
、
個
人
が
働
き
続
け
る
か

ど
う
か
を
決
め
る
『
基
本
事

項
』
だ
」
と
述
べ
、「
基
本

事
項
を
維
持
・
改
善
す
る
た

め
に
労
働
組
合
の
活
動
が
必

要
。
具
体
的
に
は
学
習
や
交

流
、
点
検
活
動
を
通
じ
、
出

て
き
た
職
場
の
課
題
に
つ
い

て
『
要
求
、
交
渉
』
を
」
と

　

比
例
区
は
自
治
労
組
織
内

の
「
岸
ま
き
こ
」、
京
都
選

挙
区
は
「
山
本
わ
か
こ
」
の

名
前
を
覚
え
て
い
た
だ
き
、

各
単
組
・
組
合
員
の
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。

訴
え
、
青
年
部
女
性
部
が
主

導
し
て
勝
ち
取
っ
た
全
国
の

事
例
を
紹
介
し
た
。

　

続
い
て
、
政
治
の
役
割
に

つ
い
て
説
明
。「
社
会
の
ル

ー
ル
や
仕
組
み
は
政
治
で
決

ま
っ
て
い
る
。
特
に
私
た
ち

公
務
員
の
場
合
は
政
治
で
決

定
さ
れ
た
こ
と
を
執
行
す
る

た
め
、
議
決
さ
れ
た
こ
と
が

そ
の
ま
ま
仕
事
に
影
響
す

る
。
そ
の
た
め
、
政
治
に
は

『
無
関
心
で
も
無
関
係
で
は

い
ら
れ
な
い
』」
と
力
説
。

過
去
の
政
府
主
導
で
行
わ
れ

た
給
与
制
度
改
革
や
行
財
政

改
革
を
例
に
あ
げ
、「
現
場

の
実
態
を
国
会
に
届
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
自
治
労
の

組
織
内
議
員
し
か
い
な
い
」

と
述
べ
、
今
夏
に
行
わ
れ
る

参
議
院
選
挙
で
の
岸
ま
き
こ

参
議
院
議
員
の
再
選
に
向
け

た
取
り
組
み
の
重
要
性
を
訴

え
た
。

　

最
後
に
、「
自
分
事
と
し

　

岸
ま
き
こ
参
議
院
議
員
は

４
月
９
日
、
地
方
創
生
デ
ジ

タ
ル
特
別
委
員
会
で
、
大
臣

所
信
に
対
し
て
質
疑
に
立
ち
、

「
地
方
創
生
は
重
要
だ
が
、

こ
の
間
の
政
府
の
取
り
組
み

て
と
ら
え
る
た
め
基
礎
を
学

習
し
、
自
分
も
家
族
も
大
事

に
し
て
仕
事
や
労
働
組
合
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
あ
げ
よ

う
。
そ
の
た
め
に
も
一
人
で

抱
え
込
ま
ず
に
仲
間
を
作
ろ

う
」
と
ま
と
め
た
。

　

府
本
部
青
年
部
で
は
、
今

後
も
学
習
、
交
流
を
通
じ
、

は
、
総
体
的
に
は
失
敗
だ
っ

た
の
で
は
」
と
指
摘
し
た
。

　

理
由
は
、
消
滅
可
能
性
都

市
論
に
起
因
し
た
「
少
子
化

対
策
」
と
い
う
過
大
な
目
的

が
設
定
さ
れ
た
こ
と
に
あ

　

府
本
部
は
３
月
２４
日
、
京

都
府
自
治
振
興
課
・
山
﨑
課

長
に
西
脇
知
事
宛
て
の
２
０

２
５
春
闘
に
か
か
る
要
求
書

を
提
出
し
た
。

　

府
本
部
か
ら
６９
項
目
の
要

求
内
容
に
つ
い
て
主
旨
を
説

明
し
、
人
員
確
保
を
最
重
要

課
題
と
位
置
づ
け
、
さ
ら
に

賃
金
諸
手
当
の
改
善
、
長
時

間
労
働
の
是
正
、
会
計
年
度

任
用
職
員
の
労
働
条
件
改

善
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
な

ど
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境

職
場
の
現
状
や
課
題
を
共
有

し
、
仲
間
同
士
の
つ
な
が
り

り
、
国
全
体
で
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
政
策
を
地

方
に
転
嫁
し
た
結
果
、
人
口

偏
在
も
少
子
化
も
加
速
さ
せ

て
い
る
。「
政
府
は
地
方
創

生
２
・
０
を
始
動
さ
せ
た

が
、
例
え
ば
条
件
不
利
地
に

焦
点
を
絞
っ
て
、
人
口
減
少

下
で
も
人
々
が
住
み
続
け
ら

れ
る
地
域
づ
く
り
に
資
す
る

政
策
こ
そ
が
必
要
だ
」
と
訴

え
、
伊
東
地
方
創
生
担
当
大

臣
に
地
方
創
生
関
連
予
算
の

在
り
方
を
考
え
直
す
べ
き
と

質
し
た
。
首
長
経
験
の
あ
る

大
臣
か
ら
は
取
組
む
意
欲
あ

る
人
を
応
援
し
た
い
と
の
答

弁
が
あ
っ
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
関
連
で
は
、
３

の
実
現
に
つ
い
て
府
か
ら
自

治
体
へ
の
助
言
を
求
め
た
。

　

特
に
、
行
政
ニ
ー
ズ
が
増

え
続
け
る
中
、
そ
れ
を
担
う

人
員
不
足
に
よ
り
、
職
員
へ

の
負
担
は
増
え
続
け
、
給
食

や
早
期
離
職
を
助
長
し
か
ね

な
い
状
況
に
あ
る
。
安
定
し

た
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
人
員
確
保
を
最
重
要

と
位
置
づ
け
、
各
自
治
体
の

労
使
自
治
の
原
則
を
踏
ま
え

た
上
で
各
市
町
村
へ
の
助
言

を
求
め
た
。

　

回
答
交
渉
は
４
月
２８
日
に

予
定
し
て
い
る
。

を
通
じ
て
、
働
き
や
す
い
環

境
を
め
ざ
し
て
い
く
。

月
か
ら
始
ま
っ
た
マ
イ
ナ
免

許
証
に
つ
い
て
、マ
イ
ナ
カ
ー

ド
更
新
時
の
シ
ス
テ
ム
連
動

が
整
っ
て
い
な
い
現
状
を
質

し
、
国
の
拙
速
な
デ
ジ
タ
ル

化
が
住
民
窓
口
と
な
る
自
治

体
に
過
重
な
負
荷
を
か
け
て

い
る
こ
と
を
強
く
指
摘
し
た
。

　

ま
た
今
年
、
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
所
持
者
の
更
新
が
本
格
化

す
る
こ
と
を
受
け
、
自
治
体

で
の
窓
口
対
応
や
混
雑
緩
和

対
策
に
係
る
経
費
の
財
政
支

援
を
求
め
、総
務
省
か
ら「
更

新
手
続
の
対
応
に
お
い
て
地

方
自
治
体
の
事
務
が
円
滑
に

行
わ
れ
る
よ
う
し
っ
か
り
と

支
援
を
し
て
い
き
た
い
」
と

の
答
弁
を
得
た
。

　

先
日
、
三
重
県

の
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ

ト
で
今
シ
ー
ズ
ン

第
３
戦
目
と
な
る

Ｆ
１
日
本
グ
ラ
ン

プ
リ
が
開
催
さ
れ
た
▼
世
界

に
た
っ
た
２０
人
し
か
存
在
し

な
い
Ｆ
１
ド
ラ
イ
バ
ー
の
中

で
今
回
、
誰
よ
り
も
注
目
を

集
め
た
の
は
唯
一
の
日
本
人

ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
る
角
田
裕

毅
（
つ
の
だ
ゆ
う
き
・
２４
歳
）

だ
▼
今
シ
ー
ズ
ン
の
開
幕
か

ら
彼
が
所
属
し
た
「
レ
ー
シ

ン
グ
ブ
ル
ズ
」
は
レ
ッ
ド
ブ

ル
の
セ
カ
ン
ド
チ
ー
ム
で
、

同
じ
ホ
ン
ダ
製
の
パ
ワ
ー
ユ

ニ
ッ
ト
が
搭
載
さ
れ
て
お

り
、
５
年
目
を
迎
え
る
今
季

は
２
戦
を
終
え
て
早
く
も
ポ

イ
ン
ト
を
獲
得
す
る
な
ど
好

調
な
滑
り
出
し
を
見
せ
て
い

た
▼
そ
ん
な
中
、
上
位
チ
ー

ム
で
あ
る
レ
ッ
ド
ブ
ル
へ
の

昇
格
が
３
月
２６
日
に
電
撃
発

表
さ
れ
た
。
レ
ッ
ド
ブ
ル
が

開
幕
か
ら
起
用
し
て
い
た
新

人
ド
ラ
イ
バ
ー
が
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
不
足
の
た
め
、
シ
ー

ズ
ン
途
中
に
も
か
か
わ
ら
ず

経
験
と
実
績
の
あ
る
角
田
選

手
と
入
れ
替
え
る
こ
と
を
決

定
す
る
と
い
う
衝
撃
の
展
開

と
な
っ
た
▼
念
願
で
あ
っ
た

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
へ
の
移
籍
を

実
力
で
掴
み
取
り
、
し
か
も

そ
の
初
陣
が
自
身
と
ホ
ン
ダ

の
母
国
グ
ラ
ン
プ
リ
と
い
う

こ
の
最
高
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ

ョ
ン
に
、
お
っ
さ
ん
半
泣
き

の
春
。�

（
日
出
）

参院選
京都
選挙区

山本わかこさん
の推薦を決定

山本わかこプロフィール
元衆議院議員／1968年生まれ。1991年同志社大学文学
部卒業後、京都信用金庫に入社。2001年福山哲郎参議
院議員の秘書として京都事務所勤務。衆議院議員（1期）。
立憲民主党京都府総支部連合会 副会長。書道教室「遼
扇会」主宰。

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の

課
題
を
質
す

岸
ま
き
こ
活
動
報
告

青
年
部
が
政
治
学
習
会

私
た
ち
と
政
治
の
関
係
性
は

私
た
ち
と
政
治
の
関
係
性
は

府
に
春
闘
要
求
書
提
出

人
員
確
保
が
最
重
要
課
題

人
員
確
保
が
最
重
要
課
題
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私
た
ち
が
健
康
的
な
毎
日

を
送
る
た
め
に
基
本
と
な
る

の
が
睡
眠
だ
。
睡
眠
不
足
が

続
く
と
、日
中
の
眠
気
、注
意

力
の
低
下
、
だ
る
さ
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
不
調
が
現
れ
る
。

　

ま
た
睡
眠
は
時
間
よ
り
質

が
重
要
だ
。
眠
り
に
は
個
人

差
が
あ
り
、
日
中
眠
気
に
困

っ
て
い
な
け
れ
ば
睡
眠
時
間

は
足
り
て
い
る
。

質
の
良
い
眠
り
と
は

　

眠
り
に
は
深
い
眠
り
（
ノ

ン
レ
ム
睡
眠
）
と
浅
い
眠
り

（
レ
ム
睡
眠
）が
あ
る
。
ノ
ン

レ
ム
睡
眠
で
は
活
動
し
た
脳

を
休
ま
せ
、
新
陳
代
謝
や
細

胞
の
修
復
を
促
す
成
長
ホ
ル

モ
ン
を
分
泌
さ
せ
る
。
レ
ム

睡
眠
は
体
を
休
ま
せ
、
記
憶

を
強
化
す
る
働
き
が
あ
る
。

　

就
寝
後
、
最
初
に
現
れ
る

の
が
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
で
、
う

　

自
治
労
本
部
の
自
主
組
織

で
あ
る
文
化
財
・
博
物
館
関

係
労
組
連
絡
会
は
２
月
２３
日

か
ら
２
日
間
、
島
根
県
大
田

市
の
石
見
銀
山
世
界
遺
産
セ

ン
タ
ー
で
交
流
会
を
開
催
し

と
う
と
段
階
か
ら
徐
々
に
深

く
な
る
。
そ
し
て
６０
分
～
１

２
０
分
後
に
最
初
の
レ
ム
睡

眠
が
現
れ
、
そ
の
後
は
ノ
ン

レ
ム
睡
眠
と
レ
ム
睡
眠
が
セ

ッ
ト
と
な
っ
て
、
約
９０
分
周

期
で
交
互
に
現
れ
る
。

〈
快
眠
術
①
〉

　

体
内
時
計
は
太
陽
の
動
き

に
同
調
し
て
２４
時
間
１５
分
～

２５
時
間
の
周
期
で
働
い
て
い

る
。
１
日
の
サ
イ
ク
ル
に
合

わ
せ
て
１
日
１
回
リ
セ
ッ
ト

す
る
役
割
を
す
る
の
が
朝
の

光
だ
。

　

体
内
時
計
は
脳
の
視
床
下

部
の
視
交
叉
上
核
に
あ
り
、

起
床
後
に
光
が
伝
わ
る
こ
と

で
、
１
時
間
時
計
を
進
め
て

リ
セ
ッ
ト
す
る
。
同
時
に
体

は
休
息
モ
ー
ド
（
副
交
感
神

経
）か
ら
、活
動
モ
ー
ド（
交

感
神
経
）
へ
と
徐
々
に
切
り

替
わ
る
。

た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
『
世
界

遺
産
、
日
本
遺
産
と
博
物
館

・
文
化
財
の
関
わ
り
』
と
題

し
、
２３
団
体
・
２４
名
の
参
加

が
あ
り
、
Ｊ
Ｉ
―
Ｕ
Ｐ
京
都

　

毎
日
同
じ
時
間
に
起
床
す

る
こ
と
も
大
切
だ
。
就
寝
時

刻
が
遅
く
な
っ
て
も
、い
つ
も

と
同
じ
時
刻
に
起
床
す
る
こ

と
が
、
体
内
時
計
の
リ
ズ
ム

を
守
る
こ
と
に
な
る
。
多
少

眠
く
て
も
起
き
て
し
ま
え

ば
、早
寝
に
つ
な
が
り
、体
内

時
計
の
リ
ズ
ム
を
大
き
く
乱

す
こ
と
な
く
調
整
で
き
る
。

　

休
み
の
日
も
同
様
に
朝
寝

坊
は
長
く
て
も
１
～
２
時
間

に
と
ど
め
て
お
く
の
が
コ
ツ
。

遅
く
ま
で
寝
て
い
る
と
体
内

時
計
は
後
ろ
へ
ズ
レ
て
し
ま

い
、
活
動
モ
ー
ド
の
ス
イ
ッ

チ
が
入
ら
ず
、
１
日
ダ
ラ
ダ

ラ
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。

か
ら
２
名
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
連
絡
会
代
表
の

石
原
正
敏
氏
か
ら
、「
博
物

館
法
の
一
部
改
正
な
ど
課
題

も
多
い
が
、
今
回
の
集
会
を

契
機
に
、
世
界
遺
産
、
日
本

遺
産
へ
の
理
解
が
一
層
深
ま

る
と
と
も
に
、
地
域
資
源
の

保
存
と
活
用
に
関
す
る
議
論

が
よ
り
進
化
す
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

基
調
講
演
で
は
、
大
田
市

教
育
委
員
会
石
見
銀
山
課
の

中
田
健
一
氏
に
よ
り『“
公
開

活
用
”
の
時
代
に
お
け
る
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
～
石
見
銀

山
遺
跡
を
中
心
に
～
』
と
題

し
て
、
大
田
市
石
見
銀
山
課

〈
快
眠
術
②
〉

　

夜
の
睡
眠
時
間
が
足
り
な

い
と
き
は
、
上
手
に
仮
眠
し

て
補
お
う
。
た
だ
し
夜
の
睡

眠
へ
の
影
響
も
考
え
る
と
、

遅
く
て
も
午
後
３
時
ま
で
が

理
想
。
ま
た
時
間
も
１５
分
～

２０
分
に
と
ど
め
る
の
が
ポ
イ

ン
ト
。
勤
務
中
の
人
は
昼
休

み
の
仮
眠
が
午
後
の
効
率
ア

ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
。

〈
快
眠
術
③
〉

　

毎
晩
決
ま
っ
た
こ
と
を
行

う
。
例
え
ば
翌
日
の
用
意
を

し
て
決
ま
っ
た
音
楽
を
聞

く
、
決
ま
っ
た
香
り
で
ア
ロ

マ
テ
ラ
ピ
ー
を
す
る
な
ど
。

寝
る
前
に
決
ま
っ
た
こ
と
を

行
う
こ
と
で
、
条
件
反
射
的

に
眠
る
態
勢
が
整
う
よ
う
に

な
り
、
こ
れ
を
入
眠
儀
式
と

い
う
。

〈
快
眠
術
④
〉

　

眠
れ
な
い
と
き
は
眠
く
な

っ
て
か
ら
布
団
に
入
ろ
う
。寝

つ
き
が
悪
い
と
き
眠
ろ
う
と

意
気
込
ん
で
し
ま
う
と
、
緊

張
や
不
安
が
強
く
な
り
、
か

え
っ
て
眠
れ
な
く
な
る
。
眠

が
石
見
銀
山
遺
跡
で
行
っ
て

き
た
、
地
域
に
向
け
て
の
関

心
喚
起
の
取
り
組
み
や
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報
発

信
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

改
良
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配

信
な
ど
の
事
例
を
紹
介
。「
文

化
財
の
も
つ
価
値
を
訴
求
し

て
い
く
た
め
に
は
ど
う
い
う

視
点
で
取
り
組
む
べ
き
な
の

か
、
着
想
と
展
開
の
た
め
の

話
題
提
供
を
行
い
た
い
」
と

述
べ
ら
れ
た
。

　

事
例
報
告
や
紙
上
報
告
を

受
け
、
情
報
共
有
し
な
が
ら

私
た
ち
の
思
い
や
見
解
を
表

明
し
、
社
会
に
問
い
か
け
る

必
要
性
を
確
認
し
た
。

く
な
っ
て
か
ら
布
団
に
入
り
、

翌
日
は
い
つ
も
の
時
間
に
起

床
す
る
こ
と
が
眠
る
力
を
取

り
戻
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

〈
快
眠
術
⑤
〉

　

規
則
正
し
い
食
事
は
体
内

時
計
の
リ
ズ
ム
の
調
整
に
役

立
つ
。
特
に
体
内
時
計
リ
セ

ッ
ト
後
の
最
初
の
食
事
、
朝

御
飯
は
大
切
だ
。

　

ま
ず
就
寝
中
の
発
汗
で
失

わ
れ
た
水
分
を
補
う
た
め

に
、常
温
水
を
一
杯
飲
も
う
。

そ
し
て
ご
飯
な
ど
の
炭
水
化

物
か
ら
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
な
る
糖
質
を
摂
る
。
ま
た

体
温
を
上
げ
る
た
め
に
タ
ン

パ
ク
質
と
ビ
タ
ミ
ン
も
必

要
。
ゆ
で
卵
な
ど
か
ら
タ
ン

パ
ク
質
を
、
バ
ナ
ナ
な
ど
の

果
物
か
ら
ビ
タ
ミ
ン
を
摂
る

の
が
良
い
。
夕
食
は
就
寝
３

時
間
前
ま
で
に
済
ま
せ
る

と
、
消
化
の
面
か
ら
も
質
の

良
い
眠
り
に
つ
な
が
る
。

　

質
の
良
い
眠
り
の
た
め
に

快
眠
術
を
使
っ
て
眠
る
力
を

高
め
よ
う
。

健
康
運
動
指
導
士
　
竹
田
薫

　

自
治
労
は
、
２
０
２
５
現

業
・
公
企
統
一
闘
争
を
通
年

闘
争
と
し
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
府
本
部
は
３
月

１３
日
、
２
０
２
５
現
業
・
公

企
統
一
闘
争
に
向
け
第
１
回

闘
争
委
員
会
を
開
催
。
基
本

的
な
目
標
や
重
点
課
題
、
闘

争
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い

て
確
認
し
た
。

　

第
１
次
闘
争
ゾ
ー
ン
で

は
、
職
場
の
人
員
配
置
状
況

を
点
検
し
よ
う
。
４
月
の
人

事
異
動
で
職
場
に
欠
員
が
生

じ
て
い
な
い
か
、
時
間
外
労

働
や
休
暇
・
代
休
の
取
得
状

況
、
長
期
休
職
者
の
数
等
、

職
場
の
問
題
点
を
要
求
書
に

ま
と
め
人
員
確
保
に
つ
な
げ

よ
う
。

4月27日（日）
⚫連合京都中央メーデー	
　　　　10:00	 梅小路公園芝生広場
⚫連合南山城地域メーデー	
　　　　10:00	 太陽が丘野外ステージ
⚫連合乙訓地域メーデー	
　　　　10:00	 長岡京市バンビオ広場公園

4月26日（土）
⚫連合中部地域メーデー	
　　　　10:00	 ガレリアかめおか
⚫連合北部地域メーデー	
　　　　 9:45	 舞鶴市総合文化会館

【重　点　課　題】
①住民から必要とされる現業・公企職場の直営堅持
②質の高い公共サービスの確立にむけた新規採用
③�安定的な公共サービスの提供にむけた「再公営化」
の取り組み
④労働災害撲滅にむけた労働安全衛生の確立
⑤誰もが安心して働き続けられる職場の確立
⑥�暫定再任用職員などを含めた技能労務職員の賃
金改善の取り組み強化
⑦現場の声を反映した政策実現
⑧災害対応や感染症対策など危機管理体制の強化
⑨�コンセッション方式およびウォーターPPPの導入や
安易な事業統合の阻止
⑩会計年度任用職員の処遇改善
⑪�事前協議の確立、およびすべての労使合意事項に
対する協約の締結

【第1次闘争ゾーン 5～ 6月】
4月18日～5月20日 職場討議・要求書作成
5月20日～6月5日 要求書提出ゾーン
6月6日 回答指定基準日
6月6日～6月19日 交渉強化ゾーン
6月20日 全国統一基準日
7月 協約締結強化月間

眠
る
力
を

引
き
出
す
快
眠
術

地域資源の保存と活用を

文化財・博物館団体交流会

メ
ー
デ
ー
に

参
加
し
よ
う
！

第96回府内
地域メーデー

自治体現場力による
質の高い公共サービスの確立

【基本的な目標】 2025
現業・公企
統一闘争

職
場
の
人
員
配
置
を
点
検
し

人
員
確
保
に
つ
な
げ
よ
う

自治労きょうと 2 0 2 5 年 4月1 5日・5月1日合併 （第三種郵便物認可） 第 8 9 5 号（ 2 ）　


